
平成２４年第１回筑紫野市議会（３月）定例会 

提出議案について 

 

 平成２４年第１回筑紫野市議会定例会（会期：２月２８日から３月２２日まで）に次の 

議案を提案しましたので、その内容をお知らせします。 

  

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

人権擁護委員は、人権擁護委員法第６条第１項の規定に基づき、法務大臣が委嘱することになっ

ており、同条第３項の規定により、市町村長は法務大臣に対し、当該市町村の議会の議員の選挙権

を有する住民の中から、議会の意見を聞いて候補者を推薦しなければならないことになっています。 

現委員の田中良範氏が本年６月３０日をもって任期満了となられるので、引き続き委員としてご

活躍いただきたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものです。 

同意第１号 筑紫公平委員会委員の選任について 

筑紫公平委員会は、地方公務員法第７条第４項の規定に基づき、筑紫地区４市１町等により共同

設置しており、職員に対する不利益な処分についての不服申立てに対する裁決を講ずることなどを

目的に３名の委員をもって組織されているもので、４市１町の輪番により選出しています。 

同委員会委員のうち、中尾正氏が本年３月３１日で任期満了となられ、その後任として、木村誠

一氏を選任することについて、筑紫公平委員会設置規約第３条第１項の規定に基づき、議会の同意

を求めるものです。 

報告第１号 専決処分の承認について（損害賠償の額を定めることについて） 

本件は、損害賠償の額を定めることについて、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処

分を行ったので、同条第３項の規定に基づきこれを報告し、承認を求めるものです。 

 内容は、平成２３年１１月７日午後２時３０分頃、市内美しが丘北三丁目二番地のアンピール

美しが丘Ⅱ駐車場において、駐車場出入口上部のはり部分と公用車の上部に設置しているスピーカ

ーが接触し、はり部分を損傷させたものです。損害賠償については市が１０割の過失ということで、

５万９、８５０円で双方合意に達しています。 



報告第２号 専決処分の承認について（差押債権取立請求訴訟の提起について） 

本件は、差押債権の取立請求訴訟の提起について、地方自治法第１７９条第１項の規定により専

決処分を行ったので、同条第３項の規定に基づき、これを報告し、承認を求めるものです。 

取立請求訴訟の提起の内容は、市税等の滞納処分に伴い滞納者が支払った超過利息不当利得返還

請求権、すなわち過払金の差押をアイフル株式会社に対し実行したところ、異議申立てが出されま

した。市はこれを棄却し、支払期限を平成２３年１２月２２日に定めて催告をしていましたが、支

払期限を過ぎても支払の実行をしていませんので、差押債権取立請求訴訟を行うため、平成２４年

１月３１日付で、専決処分を行ったところです。 

報告第３号 専決処分の承認について（損害賠償の額を定めることについて） 

本件は、損害賠償の額を定めることについて、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処

分を行ったので、同条第３項の規定に基づき、これを報告し、承認を求めるものです。 

 損害賠償の内容は、平成２３年１０月１１日、午前７時３０分頃、筑紫野市針摺南一丁目５番１

号の前面道路において発生した道路事故について、負傷した被害者との示談協議が概ねととのった

ところから、早期の示談成立を図るため、平成２４年２月６日付で専決処分を行ったところです。 

議案第１号 筑紫野市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

本件は、本市において今後も引き続き歳入の大きな伸びが期待できない状況で、三役が率先して

給与を削減することで、職員に対して経費節減の意識を持って行政運営にあたらせることを目的に、

平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの間、市長の給料月額を５％、副市長の給料月

額を３％削減するため、条例を改正するものです。 

議案第２号 筑紫野市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

本件は、議案第１号と同様の理由で、教育長の給料月額を３％削減するため、条例を改正するも

のです。 

議案第３号 筑紫野市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

本件は、今般、「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備



に関する法律」、いわゆる「地域主権一括法」の制定に伴い、公営住宅法が改正され、公営住宅の入

居資格の要件が一部廃止となることから、現行の市営住宅の入居資格の要件を保持するため、条例

の一部を改正するものです。 

議案第４号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画について 

本件は、辺地に係る公共的施設を整備するための第９次１ヶ年計画を策定するため、「辺地に係る

公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律」第３条第１項の規定に基づき、

議会の議決を求めるものです。 

議案第５号 

 

 

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び筑紫野

市重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

本件は、「障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直すまでの

間において障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律」の施行に伴い、障

害者自立支援法及び児童福祉法等の一部が改正されたことにより、障害者への福祉サービスが再編

されたため、該当条文の文言や引用条項のずれを改めるものです。 

議案第６号 筑紫野市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

本件は、平成２４年度から平成２６年度までの介護保険料の段階、負担割合並びに保険料額につ

いて見直しを行うため、条例の一部を改正するものです。  

議案第７号 筑紫野市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について 

本件は、いわゆる「地域主権一括法」の制定に伴い図書館法が改正され、これまで同法で定めら

れていた図書館協議会の委員の任命基準等を、地域の実情に応じ、図書館を設置する地方公共団体

の条例で定めることとなったため、条例の一部を改正するものです。 

議案第８号 筑紫野市歴史博物館設置条例の一部を改正する条例の制定について 

本件は、いわゆる「地域主権一括法」の制定に伴い、博物館法が改正され、 これまで同法で定め

られていた博物館協議会の委員の任命基準等を、地域の実情に応じ、博物館を設置する地方公共団

体の条例で定めることとなったため、条例の一部を改正するものです。 

議案第９号 筑紫野市税条例の一部を改正する条例の制定について 



本件は、「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための地方税法 及び 地方法人特別

税等に関する暫定措置法の一部を改正する法律」、「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が

実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係る地方税の臨時特例に関する法律」及び「地方

税法の一部を改正する法律」の３本の法律が昨年１２月に施行されたことに伴い、本市税条例の一

部を改正するものです。 

改正の主な内容は、退職所得に係る個人住民税の１０％税額控除廃止、法人実効税率の引下げと

課税ベースの拡大に伴う県と市の増減収を調整するため、県たばこ税の一部を市たばこ税に税率移

譲すること、東日本大震災に係る雑損控除の期間延長、平成２６年度から平成３５年度までの期間、

個人住民税の均等割の税率を引上げることです。 

議案第１０号 筑紫野都市計画事業筑紫駅西口土地区画整理事業の施行に関する条例の 

一部を改正する条例の制定について 

本件は、いわゆる「地域主権一括法」の制定に伴い、土地区画整理法が改正され、建築行為の制

限に関する権限が市に移譲されること、及び筑紫駅西口土地区画整理事業の施行区域縮小に伴い、

土地区画整理審議会の委員の定数を、土地区画整理法及び土地区画整理法施行令の規定に基づき変

更するため、本条例の一部を改正するものです。 

議案第１１号 第三次筑紫野市国土利用計画について 

 本件は、本市の区域における国土の利用に関し必要な事項を定める筑紫野市国土利用計画につい

て、国土利用計画法第８条第３項の規定に基づき、議会の議決を求めるものです。 

議案第１２号 平成２３年度筑紫野市一般会計補正予算（第３号）について 

本件は、職員の給与改定に伴い、職員給与費や特別会計繰出金の減額及び財政調整基金への積立

金の補正を行うものです。 

議案第１３号 平成２３年度筑紫野市一般会計補正予算（第４号）について 

主な内容は、歳出予算としては、国民健康保険事業特別会計繰出金の経常的なもの６，４７１万

２千円、臨時的なもの１億７，２０６万円、私立保育所運営委託料４，２９１万４千円、鷺田川護

岸の復旧工事費５５０万円などの増額や、制度改正に伴う子ども手当１億４，１３０万５千円、 



予防接種事業４，３３１万６千円、二日市小学校耐震化事業５，０００万円、文化財調査費１億 

２，７０９万３千円などを減額するものです。 

歳入予算としては、地方消費税交付金８，０００万円、財政調整基金繰入金３億３２０万４千円

などの増額や、子ども手当国庫負担金１億２，９２２万５千円、都市計画費国庫補助金１億 

８，３５０万６千円、教育費国庫補助金 １億６４０万８千円、文化財発掘受託事業収入１億 

２，４７０万９千円などを減額するものです。 

このため、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５億３，３２４万３千円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ３２８億２，３８６万円とするものです。 

議案第１４号 

 

平成２３年度筑紫野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）に 

ついて 

本件は、職員の給与改定に伴い、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２万４千円減額し、 

８９億６２６万７千円とするものです。 

議案第１５号 

 

平成２３年度筑紫野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）に 

ついて 

主な内容は、歳出予算としては、一般被保険者療養給付費１億８，５７９万６千円などの増額や

保険財政共同安定化事業拠出金２，８６７万１千円などを減額するものです。 

歳入予算としては、一般会計繰入金２億３，６７７万２千円の増額や一般被保険者国民健康保険

税１億９，２４６万６千円などを減額するものです。 

このため、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億５，０６４万９千円を追加し、歳入歳出

予算の総額を９０億５，６９１万６千円とするものです。 

議案第１６号 平成２３年度筑紫野市奨学資金貸与事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

 主な内容は、歳出予算としては、貸付見込額の減による奨学資金貸付金２６８万４千円を減額する

ものです。歳入予算としては、貸付金元利収入１７０万円の増額と一般会計繰入金４３８万４千円

を減額するものです。 

このため、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２６８万４千円を減額し、歳入歳出予算の



総額を４６１万２千円とするものです。 

議案第１７号 平成２３年度筑紫野市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について 

本件は、職員の給与改定に伴い、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７万７千円減額し、 

５１億２，８４０万６千円とするものです。 

議案第１８号 平成２３年度筑紫野市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）について 

 主な内容は、歳出予算としては、居宅介護サービス給付費５，０２９万３千円などの増額や地域密

着型介護サービス給付費９，２９７万９千円、介護予防サービス給付費６，０９７万４千円などを

減額するものです。歳入予算としては、介護給付費交付金５，４７６万４千円などを減額するもの

です。 

このため、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億７，４２１万３千円を減額し歳入歳出

予算の総額を４９億５，４１９万３千円とするものです。 

議案第１９号 平成２３年度筑紫野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて 

主な内容は、歳出予算としては、広域連合納付金８９６万円などを減額するものです。歳入予算

としては、一般会計繰入金１，１０６万円を減額するものです。 

このため、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，１０６万円を減額し、歳入歳出予算の

総額を１７億４，００７万５千円とするものです。 

議案第２０号 平成２３年度筑紫地区介護認定審査会事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて 

主な内容は、歳出予算としては、認定審査会費３３３万４千円などを減額するものです。歳入予

算としては、認定審査会 共同設置負担金４４２万３千円を減額するものです。 

このため、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４４２万３千円を減額し歳入歳出予算の総

額を６，８１７万７千円とするものです。 

議案第２１号 平成２３年度筑紫野市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて 



本件は、職員の給与改定に伴い、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２万５千円減額し、

２億４，６８９万７千円とするものです。 

議案第２２号 平成２３年度筑紫野市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて 

主な内容は、歳出予算としては、農業集落排水施設維持管理費１０３万１千円などを減額するも

のです。歳入予算としては、農業集落排水処理施設使用料８０万円などの増額や一般会計繰入金２

１４万５千円を減額するものです。 

このため、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１０４万５千円を減額し、歳入歳出予算の

総額を２億４，５８５万２千円とするものです。 

議案第２３号 平成２３年度筑紫野市御笠財産区特別会計補正予算（第１号）について 

主な内容は、歳出予算としては、一般管理費６３万４千円、財産管理費６１万８千円を増額する

ものです。歳入予算としては、繰越金１２５万２千円を増額するものです。 

このため、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２５万２千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を１，１３１万５千円とするものです。 

議案第２４号 平成２３年度筑紫野市水道事業会計補正予算（第２号）について 

 本件は、筑紫野市職員の給与に関する条例の一部改正に伴い補正を行うものです。 

 補正の内容は、給料及び手当等の減額により、３条予算の収益的支出では、総額を１４万６千円

減額し、１７億４，０７６万円とするものです。 

また、４条予算の資本的支出では、総額を５万４千円減額し、８億４，８５４万６千円とするも

のです。 

議案第２５号 平成２３年度筑紫野市水道事業会計補正予算（第３号）について 

 補正の主な内容は、水道の使用水量の減に伴う水道料金の減、水道利用加入金等の増、事業の確定

等に伴う委託料および工事請負費等の減によるものです。 

 このことから収益的収支では、収入総額を４，５３４万８千円増額して１８億３，７７５万９千

円とし、支出総額を３，５９３万４千円減額して１７億４８２万６千円とするものです。 

 資本的収支では、収入総額を３，１３６万４千円減額して２億４，３２３万８千円とし、支出総



額を６，３７４万１千円減額して７億８，４８０万５千円とするものです。 

議案第２６号 平成２３年度筑紫野市下水道事業会計補正予算（第２号）について 

 本件は、筑紫野市職員の給与に関する条例の一部改正に伴い補正を行うものです。 

 補正の内容は、給料及び手当等の減額により、３条予算の収益的支出では、総額を１５万７千円

減額し、１８億７，４９０万７千円とするものです。 

また、４条予算の資本的支出では、総額を８万円減額し、１３億８，４４７万円とするものです。 

議案第２７号 平成２３年度筑紫野市下水道事業会計補正予算（第３号）について 

補正の主な内容は、下水道の使用水量の増に伴う下水道使用料の増、受益者負担金等の増、事業

の確定による公共下水道整備費の減に伴う企業債及び流域下水道建設負担金等の減に伴うもので

す。 

 このことから収益的収支では、収入総額を１，８５４万３千円減額して１８億９，８１８万５千

円とし、支出総額を５１９万４千円減額して１８億５，９７１万３千円とするものです。 

 資本的収支では、収入総額を９，０５４万円減額して７億７，７５４万１千円とし、支出総額を 

８，０２８万１千円減額して１３億４１８万９千円とするものです。 

議案第２８号 平成２４年度筑紫野市一般会計予算について 

 本件は、歳入歳出の総額を、対前年度比１．０％減の３１７億３，４００万円とするものです。 

 歳出予算の主な内容は、議会費では、議員共済給付費負担金やインターネットによる議会中継に

係る単独工事費の減などにより、対前年度比１３．３％、４，８４２万４千円の減額となっていま

す。 

 総務費は、選挙費が大きく減となったことなどにより、対前年度比２．８％、９，３６８万３千

円の減額となっています。 

 民生費は、障害者自立支援事業費、生活保護費などが増額となったものの、子ども手当の制度改

正により支給額が大きく減額となったことなどから、民生費全体では対前年度比１４５万円の減額

となっています。 

 衛生費は、予防接種委託料の減額などにより、対前年度比１．４％、３，９８２万７千円の減額

となっています。 



 商工費は、緊急雇用創出事業臨時特別事業費の減などにより、対前年度比１７．２％、 

９，８６０万９千円の減額となっています。 

 土木費は、ＪＲ二日市駅地区整備事業、筑紫駅西口土地区画整理事業、上原田公園整備事業の事

業費を増としたことなどにより、対前年度比１９．０％、６億５，２６５万６千円の増額となって

います。 

 教育費は、二日市小学校及び二日市東小学校の耐震化事業を継続して行うことから、前年度とほ

ぼ同規模の事業費となっています。 

 歳入予算の主な内容は、市税では、個人市民税は対前年度比２億１千万円の増を見込んでいます

が、法人市民税は対前年度比５千万円、固定資産税は対前年度比２億６千万円の減により、市税全

体では対前年度比０．９％、１億９９５万４千円の減額となっています。 

 地方交付税は、国の地方財政計画により、対前年度比１．０％、４，０１６万９千円の減額とな

っています。 

 国庫支出金は、子ども手当の制度改正に伴う減額要因と生活保護費や障害者福祉費の増額要因な

どにより、国庫支出金全体では対前年度比０．２％、９８５万２千円の増額となっています。 

 繰入金は、小中学校耐震化事業費に対応するための財源として、基金繰入金をあてていますが、

対前年度比３億５，７１６万７千円の減額となっています。 

議案第２９号 平成２４年度筑紫野市国民健康保険事業特別会計予算について 

本件は、歳入歳出予算の総額を対前年度比５．４％増の９１億５８８万１千円とするものです。 

 この会計は、保険給付事業が主なものです。 

議案第３０号 平成２４年度筑紫野市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について 

本件は、歳入歳出予算の総額を対前年度比２８．７％減の７６３万６千円とするものです。 

この会計は、貸付金の回収や起債の償還が主なものです。 

議案第３１号 平成２４年度筑紫野市奨学資金貸与事業特別会計予算について 

本件は、歳入歳出予算の総額を対前年度比１．０％減の７２２万４千円とするものです。 

この会計は奨学資金の貸与事業が主なものです。 

議案第３２号 平成２４年度筑紫野市介護保険事業特別会計予算について 



本件は、歳入歳出予算の総額を対前年度比７．３％増の５４億５，１８６万５千円とするもので

す。この会計は、介護サービスの給付事業が主なものです。 

議案第３３号 平成２４年度筑紫野市後期高齢者医療事業特別会計予算について 

本件は、歳入歳出予算の総額を対前年度比７．７％増の１８億５，８０８万円とするものです。 

この会計は広域連合への納付金が主なものです。 

議案第３４号 平成２４年度筑紫地区介護認定審査会事業特別会計予算について 

本件は、歳入歳出予算の総額を対前年度比０．１％減の７，２４９万２千円とするものです。 

この会計は、「筑紫地区介護認定審査会の共同設置に関する規約」に基づき、平成２３年度から２

ヵ年、本市が事務局となることから、特別会計を設けているものです。 

議案第３５号 平成２４年度筑紫野市農業集落排水事業特別会計予算について 

本件は、歳入歳出予算の総額を対前年度比１．１％減の２億３，５６８万６千円とするものです。 

この会計は、御笠、阿志岐、平等寺、吉木、山口の５処理区の施設維持管理と起債の償還が主な

事業です。 

議案第３６号 平成２４年度筑紫野市土地取得事業特別会計予算について 

本件は、歳入歳出予算の総額を対前年度比３．０％減の６億１，１５２万１千円とするものです。

この会計は、筑紫野市土地開発公社経営健全化計画に基づき、土地開発公社先行取得用地の買戻し 

に伴う起債の償還のためのものです。 

議案第３７号 平成２４年度筑紫野市二日市財産区特別会計予算について 

 本件は、歳入歳出予算の総額を対前年度比０．９％減の２４３万６千円とするものです。 

この会計は、駐車場の維持管理費が主なものです。 

議案第３８号 平成２４年度筑紫野市御笠財産区特別会計予算について 

本件は、歳入歳出予算の総額を対前年度比３．５％減の９７１万５千円とするものです。 

この会計は、山林育林事業が主なものです。 

議案第３９号 平成２４年度筑紫野市平等寺山財産区特別会計予算について 

本件は、歳入歳出予算の総額を対前年度比１３．９％増の３，１６８万６千円とするものです。 

この会計は山林育林事業が主なものです。 



議案第４０号 平成２４年度筑紫野市水道事業会計予算について 

収益的収支予算では、収入の水道事業収益を１８億７，１４６万５千円とし、支出の水道事業費

用を１７億５，２９０万８千円とするものです。 

資本的収支予算では、収入の資本的収入を３億５，７３０万２千円とし、支出の資本的支出を９

億５８７万３千円とするものです。  

なお、収益的収支において８，０２３万６千円の黒字を見込んでいます。 

議案第４１号 平成２４年度筑紫野市下水道事業会計予算について 

収益的収支予算では、収入の下水道事業収益を１８億６，８９３万９千円とし、支出の下水道事

業費用を１８億３，４８０万６千円とするものです。 

資本的収支予算では、収入の資本的収入を１０億１，６０１万２千円とし、支出の資本的支出を 

１６億４，３７２万８千円とするものです。 

なお、収益的収支において５１万５千円の黒字を見込んでいます。 

 


